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日程調整に動きだしたのは、なんとフェスタの開
催終了日の４日前。これを逃してはお連れできない
と、急きょ翌日決行！となりました。エーデルハイ
ム初の外出イベントの実施です。

当日は文句なしの快晴、10月とは思えないほどの暖
かさ。
会場に近づくにつれ、車窓からの景色は緑が多くな
り普段目にする景色との違いにご入居者様の声の
トーンもあがります。

会場に入り大花壇の花々を一望できる見晴らしデッ
キから、色鮮やかな花々に笑顔が溢れるご入居者様。
大花壇を進みながら、「素晴らしいわね」「見事な
花！」などワクワクが止まりません。

周りを見渡すと日常を感じるものが何もなく、まる
でどこか旅行にでも来た気分にさせてくれました。
入居者の皆様からは、「連れてきてくれてありがと
う！」「急だったけれど逆にそれが良かった！」な
どたくさんのお声をいただき、普段とは異なる空間
でのご入居者様とのふれあいに、私たち職員も大変
嬉しく終始笑顔が絶えませんでした。

こうしたご入居者様とのふれあいを今後も大切に、
皆様が健康でいられるよう職員一丸となって見守
り・支援をおこなっていきたいと考えています。

山口

サ 高 住  エ ー デ ル ハ イ ム
管理者山口課長よりご挨拶です
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日に日に秋が深まる季節となりましたが皆さまい
かがお過ごしでしょうか。
本年4月よりサービス付き高齢者向け住宅「エーデ

ルハイム」の管理者を務めさせていただいておりま
す山口恵子と申します。

エーデルハイムは瀬谷駅南口より厚木街道に向
かって伸びる銀座通り商店街の中ほどに位置してい
ます。周囲には60年以上続く老舗の店舗もあるなど
地域の方々にはなくてはならない商店街です。ご入
居者様は日々この商店街を通り買い物や病院、デイ
サービスなどへ出かけられます。

さて、この数年コロナウィルス感染症の影響によ
り、イベントを実施することができずにおり、ご入
居者様に気分転換をしていただきたいと考え、旭区
の里山ガーデンで開催中の「秋の里山ガーデンフェ
スタ」へ行こう！と企画・実施しましたので、その
お話をさせていただきます。
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いいね！&フォロー
お待ちしております♪

先月、博多に行って来ました。
時々、博多には行くのですが、今回
行った時、外国人観光客が多すぎて
驚きました。そのせいもあってか博多に
来たらいつも行っているご飯屋さんが
満席で予約も取れないとの事。
楽しみにしてたのに(T ^ T)

令 和 ５ 年 度
公 開 研 修 会 の ご 報 告

10月5日木曜日、18時から恒例の公開研修会を行
いました。
昨年は瀬谷区公会堂が改修工事で使用できず二俣川
のサンハートで行いましたが、今年からまた瀬谷区
公会堂を利用しました。
内容は、5月18・19日に実施した事例発表22題のう
ち、以下6題の発表と講評でした。

5月の発表以降、利用者様の状況が変わったプルメ
リアや、10月にグループホーム全国大会で発表のや
まぶきが事例を修正して発表しました。

中華レストラン
風 の 音

昼／11:00～14:45 
夜／17:00～21:00 
(予約のお時間により閉店       
時間は異なります)
■定休日／毎週水曜

テイクアウトやってます！

講評は一昨年度お願いした横浜ほうゆう病院・地
域医療連携室長の村山由子先生に再びお願いしまし
た。
老人看護専門看護師としての知識と経験、昨年まで
のお仕事である大学講師の学術的考察を生かした事
例の分析はさすがです。
各々のテーマに即した文献資料を作成していただき
ましたが、大変勉強になりました。
今後に生かしていただきたいとの趣旨で講評に使用
したパワーポイント資料も頂きました。（この資料
は看護部の安城が持っていますので、必要な方や興
味のある方はご連絡ください。）
事例発表は、テーマを深く掘り下げた考察が課題へ
の新たな取り組みにつながり、さらに良いものに
なって今後の業務の改善になると思います。

今回は参加者総数230名で、内訳は社内218名、
愛のささえ1名、社外11名です。
新型コロナがまた巻き返してきたので、受付での検
温と手指消毒、マスク着用をご協力いただき参加し
て頂きました。
この場をお借りしてお多数のご参加ありがとうござ
いました。
教育委員及び実行委員の方にもスムーズな運営が出
来ましたことをお礼申し上げます。

株式会社アイシマ教育委員会議長 安城栄子

GHやまぶき
「外国人介護士が現場にもたらすもの ～人手、
ではなく～」
あいしま看護センター
「知的障害のあるA様の暮らしに合わせたサ
ポートを考える～状態の変化に応じた環境の調
整と多職種連携について～」
GHこてまり
「ご不浄へ行きます ～できる限りトイレで排
泄を～」
小規模ラウレア
「口から食べたい ～経管栄養でも在宅生活を
続けたい～」
小規模プルメリア
「A様に寄り添い5年」
GHすもも
「新入社員と共に歩み成長した1年」
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